
安否確認システムについて 
本学では、2011年 3月 11日に発生いたしました、東日本大震災での経験を教訓として、災害発生時に本学 

在学生の安否を確認するシステムを導入し、2012 年度より運用を行っています。 

このシステムは e メールを利用したもので、関東圏で震度 5弱以上の地震が発生した場合、即時に大学から選択

回答式の安否確認メールが送信されます。 

学生の皆さんには受信したメールに対して、自身の状況に即した回答を 1文字選択入力し、返信して頂くだけで、

本学で皆さんの安否が確認・把握できるようになっています。 

 
≪システム運用にあたってのお願い≫ 

1) 大学から付与されたメールアドレスに対して、安否確認のメールが配信されます。 

なお、B!bb’s（ビブス）に携帯電話等の eメールアドレスが登録されている場合は、そのメールアドレスに安否

確認のメールが配信されます。迷惑メール設定の解除をしてください。「bunkyo@ems.8e-ansin.com」 

2)システムの適正な運用を確認するため、事前予告の上、テストメールを発信することがあります。その際には、

素早い回答にご協力をお願いします。 

≪災害発生時の安否確認例≫ 

１．発生した災害状況：東京、埼玉、神奈川で震度 5弱以上の地震が発生。 

２．安否確認メールの受信：震度 5弱以上の地震が発生すると、質問事項が記載された内容のメールが送信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．安否状況の回答：回答方法は２通りあります。 

▼回答方法１：受信した安否確認メールに、直接返信してください。そのまま送信すると、安否確認完了です。 

※メールの件名は、受信したメールの件名をそのまま引用（「Re:」でも可）。 

 

 

 

 

 

 

 

▼回答方法２：受信メール本文に添付されているＵＲＬより回答してください。 

 

 

 


